
◆岩手県立博物館だより №１０３  ２００４.１０◆

　岩手県立博物館では、岩手県教育委員会

が主催する平泉の文化遺産巡回展「奥州藤

原氏の時代～十二世紀の岩手～」を実施し

ます。

　この展覧会は、世界遺産登録をめざす平

泉の文化遺産のなかから、代表的な出土品

等を広く県民に公開しようとするもので、

県内４か所で開催されます。

世界遺産登録への動き　

　２００１年４月にユネスコの世界遺産暫定リ

ストに登載された「平泉の文化遺産」は、

２００８年（平成２０）の本登録に向けて、現在

行政や民間などさまざまな方面で動きが活

発化しています。当館で今回実施する巡回

展「平泉の文化遺産」もその一環です。

発掘された平泉文化　

　２０年ほど前までは、平泉文化といえば中

尊寺金色堂や毛越寺庭園などに象徴される

古代仏教文化という性格で知られていたと

思います。

　しかし、平泉周辺での発掘調査が進んだ

現在では、それまでの知見に加えて、古代

から中世への過渡期の地方権力が支えた政

治経済社会の内容が少しずつわかるように

なりました。

　今回の展示では、まず平泉の手工業に焦

点をあてます。ノミや金槌などの木工加工

具、漆塗りに関する濾し布や刷毛などの資

料、鍛冶関係の 坩堝 や梵鐘鋳型などの金属
るつぼ

加工関係資料などが展示の中心となってい

ます。また、比較資料として京都八条院町

から出土した和鏡鋳型なども展示されま

す。

　次に、１２世紀前後の岩手県内から出土し

ている平泉文化関連資料が展示されます。

平泉前史としての衣川村長者原廃寺遺跡

は、当館でも調査を進めてきました。ま

た、この時期の経塚は北上川流域に集中的

に分布することが知られ、奥州藤原氏との

強い関係が考えられています。各地から出

土した、経筒容器として用いられた常滑 三 
さん

 筋  壺 や白磁 四  耳  壺 、渥美 袈  裟  襷  文 壺などが
きん こ し じ こ け さ だすき もん

展示の中心です。

　さらに、この機会に館蔵の小田島録郎コ

レクションのなかから、１２世紀平泉文化に

関する資料も紹介します。ご期待くださ

い。

（主任専門学芸員　佐藤嘉広）

　展示解説会（考古学セミナー第３回）

　１１月７日（日）１４：００～１５：００

　担当は当館学芸員 

　岩手県立博物館では、平成１０年秋以降国

又は県によって指定された文化財の展示を

行います。

　岩手県内には、平成１６年７月現在、国指

定文化財が１４５件、県指定文化財が３３５件所

在しています。このうち、平成１０年以降に

指定されたものは、両者あわせて２７件で

す。史跡のような不動産及び無形民俗文化

財等は、写真資料や関連資料の展示を予定

しています。

文化財の保護　

　多くの方がたは、「国宝」や「人間国宝」

あるいは「文化財」ということばを耳にし

たことがあると思います。

　それぞれを正確に説明できる方は少ない

と思いますが、なんとなくの意味は広く知

られているのではないかと思います。それ

らは重要なものなので、だいじに後世に伝

えていかなければならないものと考えられ

ていると思います。

　しかし、文化財を十分に保護していくこ

とは容易ではありません。まず、優先的に

保護されなければならない重要な文化財に

はどんなものがあるのかをはっきりさせな

ければなりません。

指定文化財

　文化財保護法（以下「法」）では、「建造

物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古

文書その他の有形の文化的所産で我が国に
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とって歴史上又は芸術上価値の高いもの

（中略）並びに考古資料及びその他の学術

上価値の高い歴史資料」を「有形文化財」

とし、「有形文化財のうち重要なものを重

要文化財に指定することができる」と定め

ています。

　有形文化財以外の文化財である、無形文

化財、民俗文化財、記念物に対しても、そ

れぞれ同様の観点から「指定」について定

められています。

　さらに、「重要文化財のうち世界文化の

見地から価値の高いもので、たぐいない国

民の宝たるもの」が国宝に指定されていま

す。

　岩手県文化財保護条例でも同じく４種の

文化財について、「指定」を定めているほ

か、市町村においても同様に文化財の保護

保存に努めています。

　このように、法や条例で指定された文化

財は、「現状を変更し、又はその保存に影響

を及ぼす行為」が制限されることになりま

す。この理由から、文化財を保護していく

ことの第一歩は、「指定」であるといえま

す。

テーマ展「指定文化財文化財展」

　当館では、開館以来、必要に応じて新し

く指定された文化財の展示会を実施してき

ました。今回もまた、平成１０年秋以降に国

又は県によって指定された文化財のなかか

ら、博物館の活動により関係の深いものを

中心に、一部資料を展示する予定です。

　指定された文化財には、史跡や伝統的建

造物群のように土地に縛りつけられたもの

や、無形民俗文化財のように形として展示

できないものもあります。

これらは、写真資料や関連資料の展示とな

ります。

　このほか、法では、法や条例で指定され

ていない有形文化財のうちの建造物につい

て、「保存及び活用のための措置が特に必

要とされるもの」で「文化財登録原簿」に

登録されたものを「登録有形文化財」とし

ています。また、周囲の環境と一体をなし

て歴史的風致を形成している伝統的な建造

物群が、「伝統的建造物群保存地区」として

保存が図られています。

　いずれも、この展示会において、指定文

化財と同様に紹介していきたいと思ってい

ます。

（佐藤嘉広）
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